
生きた境界をまとう家
建築技術の発展とともに私たちは自分だけが快適な生活を送ろうと、あるときから自然環境や近隣住民をある種の敵とみなし始めた。そして家には境界ではな
く、「塀」「樹木」「柵」「壁」といった近寄りがたい結界を張ってしまったのだ。「生きた境界」、私が提案する境界は風とともに形を変え、生物を宿し、声が聞

こえてくる。そして人や動物たちと同じように体温を持つ。そんな「生きた境界」が凝り固まった境界空間をほぐしはじめるー

寒い季節でも、体温を持った境界に生活が漏れ出し、境界空間が賑わい始めます

お隣さんと同じ境界を共有していたら、ご飯のおすそ分けを頂けました敷地境界に引き込まれた伏流水には田んぼに住む小さな生き物が集まってきました 体温を持つ壁は各諸室から中庭への行為を促し、内外の境界を和らげてくれます

水の境界に足をつける子どもたち、体温を持った境界を歩く猫、水と熱でお互いの境界が混じりあっていきます
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「近寄りがたい境界」に溢れた街 龍王山からの伏流水が広がる酒都「西条」 伏流水を引き込んだ「生きた境界」をまとう家 「生きた境界」が創り出す「敷地境界」と「内と外の境界」

「生きた境界」が現代の分厚い壁を解く

「生きた境界」が創り出す自然との共生

敷地いっぱいに広がる境界空間

水とそこから生まれる熱が人を惹きつける境界空間を創る

私たちが住む街はいつしか「近寄り
がたい境界」に溢れていました。無
表情なブロック塀や、コピペされた
植栽やチープなフェンス、高気密な
分厚い壁と屋根、ここでは「死んだ
境界」と呼ぶことにします。

そんな「死んだ境界」で溢れた街は、
人々の繫がりを分断し、子どもたち
が家にこもり、スマホに明け暮れる
生活を送ることに加担してしまった
のです。

計画敷地は広島県東広島市西条の龍王山の麓にある田んぼです。龍王山に降り注いだ雨
が西条層を通って出来た伏流水は西条を酒都へと導きました。そんな水が流れる田んぼ
が西条には多くありますが、どんどんと太陽光パネルに覆われているのが現状です。

1-1 にあるような「死んだ境界」は誰も近づけない結界のようになってしまいます。そこ
で私は西条の伏流水を使いながら、風と共に形を変え、生物を宿し、人や動物と同じよ
うに体温をもつ「生きた境界」をまとう家を提案します。

「生きた境界」は敷地いっぱいに広がった、開けた暮らしを創り出します。死んだ境界とは違い、閉じこもっていた子どもたちも外に出て、冷たい清水や温かい壁に触れながらのびのび暮らすことができるのです。

田んぼの水路に流れる伏流水から「シート状熱交換器」を使うことで塀に熱を与えます。夏は冷たく、冬は温かい塀が閉じた家を外に開くとともに、人を惹きつける境界空間を創り出します。

街には敷地を分ける「敷地境界」と建築の壁にあたる「内と外の境界」があります。この 2種類の境界に「生きた境界」を取り入れることで、
これまで誰も近づけなった「死んだ境界（＝結界）」が暮らしや街の活気が集うような開けた境界空間になるのです。

「死んだ境界」には人を惹きつける余裕が
ありません。視界もさえぎられ、コミュ
ニティが広がる余地もなく、敷地の中で
まさに死んだ空間が広がります。

敷地境界に水を引き込むことで視界の
通った境界を創り出すことが出来ます。
さらに伏流水が流れる酒都「西条」にふ
さわしい親水空間が生まれます。

内外の境界には流水によって生まれる熱
を使った塀によってプライバシーを守り
ながら、敷地いっぱいに人の活動が広が

る境界空間を創り出します。

雨が多いアジアの中でも , 日本は特に冬から春にかけての寒い期間が長いため、閉鎖的な住宅が目立ちます。それは冬の寒さが厳しい西条でも同様です。流水によって生まれる熱を持った「生きた境界」はそんな分厚い壁を解き、
境界自体が外と内を繋ぐ架け橋となるのです。\

これまで家がまとってきた境界は分厚く、そ
こに小さな穴のように開口部がついており、
敷地境界との繫がりは空間として死んでい
ました。

大きく開口を取った面に対して、熱を持っ
た塀を配置することで、空間として外に開
きながら、プライバシーと快適さを確保し
た境界空間を作ります。

視界を確保しながらも、敷地を区分する水
路に対して開けた空間を作ります。親水空
間は横断することが難しく、住民にとって
目には見えない境界となります。

家の中心は空に対して境界を作らず、熱を
持った壁が快適な暮らしを確保しながら、家
の内外を繫ぎます。

敷地境界を創り出す水路に「シート状熱交換器」を設置することで、流水から熱を取り出して、塀に熱を与えるシステムを使います。冬の場合、
流水から採熱した熱によって温風を塀に送ることで体温を持った塀になります。

■流水中から熱を取り出すヒートポンプシステム（冬）

田んぼが失われることで生息していた生物や伏流水の逃げ道が
なくなってしまいます。「生きた境界」をまとった街は境界空
間を豊かにすると同時に自然との共生も可能にするのです。

龍王山龍王山

太陽光パネル太陽光パネル
田んぼが埋め立てられ、田んぼが埋め立てられ、
太陽光パネルが設置予定の空地太陽光パネルが設置予定の空地

計画対象計画対象

水路に「シート状熱交換器」を用いることで、視覚的に開けた境界を創る水路に流れる水が同時に境界に体温を持たせることが出来ます。

■敷地境界に置かれた「死んだ境界」 ■水を引き込み体温を持った「生きた境界」

②体温を持った境界

①境界部に対して
大きく開いた開口

③暮らしが熱に
引き寄せられる

④水路
（失われた伏流水の逃げ道） ⑤住戸の内側に

対して広く

⓪無機質で余裕の
ない「死んだ境界」

⓪気密性を重視し
た小さな開口

水温
22℃

採熱後の
熱媒温度
18℃

採熱前の
熱媒温度
10℃

熱の受け渡し

敷地境界
金網（エキスパンドメタル）

支持パイプ

■水路壁面の様子
熱の受け渡し

シート状熱交換器

体温を持った境界空間に
人が集まってきます

大きく開口を開きながら、
体温を持った境界空間へ
暮らしが繋がります

体温を持った境界は住民を
外へと促してくれます

親水リビングが内外の
繫がりを曖昧にしてくれます

部屋での活動が熱に惹きつ
けられて、溢れだし、敷地
境界で混じり合います

シート状熱交換器

「生きた境界」は失われた伏流水の逃げ道となり、生物の住処となります。

ごみが侵入しないために設置します

庭のように街には
田んぼが広がります

庭の田んぼに向かって
おやつタイム

体温を持った境界空間で
食卓を囲みましょう

水辺に子どもたちは
大はしゃぎ

ちゃぷ
ん

趣味の空間が敷地
たっぷり広がります

がちゃがちゃ

体温をもった境界で
お客様をお出迎え

ぺこっ

体温につられて、境界空間に
暮らしが溢れだしてきます

すやす
や

敷地境界に広がる
親水空間でのんびり

すいすい

収納にすわってザリガニでも
釣ってみるか

中庭にでてみるかな

温かい畑になるかも

ふきふ
き

お風呂でぽかぽか、
水の音も気持ちいいな

ちょろちょろ

ここまでが私の部屋です

すっかり仲良くなりました

部屋とは別の境界空間、
ここはこもれて、心地いい

ひそひ
そ

眠れないとこは
ここに座ってるの

ほっと

おたまじゃくし
見つかるかな～

この後は外でねよっかな

ぴちゃん

家の中にいても
外にいるみたいな感覚、、
でも暖かい

ちゃぷん
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水の境界から熱の境界を創る


